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③三重県総合文化センターについて、施設の適切な維持と有効活用を図るとともに、多彩で魅力的な

文化芸術公演の実施、アウトリーチ活動等による文化・芸術の普及・人材育成などを進めます。 

④みえ文化芸術祭は、有識者や関係団体等の意見を聴きながら、より効果的な運営方法の検討など、

県民の皆さんの満足度の向上に向けて取り組んでいきます。 

⑤まちかど博物館や歴史街道等の地域の資産を活用した地域の皆さんの自主的な地域づくりを、広報

や情報提供等を通じて、引き続き支援します。 

○⑥国史跡斎宮跡について、史跡の保存と活用のための計画的・継続的な発掘調査を進めるとともに、

地域と連携・協働しながら、平成 27 年夏に完成予定の３棟の復元建物を含めた史跡全体の活発な

利活用と情報発信の強化に取り組みます。 

〇⑦地域を中心としたさまざまな主体が参画して、国・県指定文化財の永続的な保存と活用を図るとと

もに、文化財に関する調査を通じて、県にとって歴史的・文化的に重要なものを県文化財に指定し、

さらに国文化財の指定等になるように働きかけを行います。 

⑧三重県指定無形民俗文化財となった「鳥羽・志摩の海女による伝統的素潜り漁技術」の文化財とし

ての価値を正確に伝えるための映像記録を作成し、保護・継承の取組を推進します。 

 

＊「○」のついた項目は、平成 26 年度に特に注力するポイントを示しています。 

 

 


